
 

 

 

 

 

いよいよ明日の 10月 26日に、学芸会・作品展・バザーが開催されます。 

学芸会は学習の発表の場です。例えば、父親・母親、盗賊や百姓、王様の役、その他、座

敷わらしや亀の役もあります。その役になりきり、聞き手に伝わるように、気持ちを込め、

前を向いて話します。大きな声や小さな声で……。これは、国語です。 

また、篠笛を吹いたり、歌を歌ったり、楽器の演奏、これは……音楽。あるいは、背景

の絵を描いたり、小道具を作ったりするのは……図画工作。そして、「勇気」「おもいやり」

「命」の大切さなど、劇を通して学ぶのは………道徳です。 

子供たちは、演技をしているだけではありません。舞台・照明・進行・記録・受付等の

係も演技に並行して行います。大変ですがそれも勉強です。 

でも、本当に学芸会が盛り上がり大成功するのは、舞台で演じている人、係で取り組ん

でいる人だけではなく、観ている皆さんが必要なのです。 

子供たちは、保護者や地域や来賓の皆さんに一生懸命にやっているところを観てほしい

のです。「わたしたちは、こんなにがんばっているんだよ。」というのを観ていただき、大

きな拍手をしてほしいのです。家に帰って、一緒に食事をしているときや登下校の時に、

「学芸会は、とてもよかったね。みんなしっかりできたね。」などと言葉をかけてもらうだ

けで、子供たちは、練習の成果が報われ、達成感も大きくなります。 

さらに、理科作品展や、家庭科の作品展も行っています。台風 19号の影響で、岡崎市作

品展が中止となり、校内で展示しています。子供たちの展示を観ていただけると幸いです。 

最後に、学区作品展（児童・保護者・地域・教職員等 9:30～14:00）やＰＴＡバザー(11：45

～12:45)も、校舎 1階で行われています。ぜひ、ぜひ、多くの方が学校に足を運んでくださ

ることを願っています。 

 

 

ほのぼの絵手紙「わたしの町」を募集したところ、短い期間でしたが 30枚ほど、校長室

に届きました。今回は、１年から３年の児童の作品が多くありました。さっそく、学校で

まとめて、中日新聞社に送りました。たくさんの子の作品が入選しているといいですね。 
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10月 22日は今年限りの祝日でした。天皇陛下が国内外に、天

皇即位を宣言される「即位礼正殿の儀」が行われました。そこ

で、陛下は、日本及び世界の人々に次のように述べられました。 

「国民の幸せと世界の平和を常に願い、国民に寄り添いながら、

憲法にのっとり、日本国及び日本国統合の象徴としてのつとめ

を果たすことを誓います。」 

 私もテレビを通して儀式を見ることができました。 

皆さんにとっても記憶に残る日となったと思います。 

  
10 月 19 日・20 日に、名古屋コンベンションホールで、

防災推進国民大会（ぼうさい こくたい 2019）が開催され

ました。これは、内閣府が主催で、毎年開催されている全国

大会で、今年は愛知県で開催されました。 

全国各地の防災・減災に取り組んでいる行政・ＮＰＯ法

人・企業・地域・学校など、約 210 の団体が参加していま

した。おそらくのべ 1 万人以上の人が、ホール内や屋外テント、ステージ等の各会場のイ

ベントに参加していました。 

本校も、内閣府から依頼を受け、1日目は「防災教育交流会」、２日目は「防災教育チャ

レンジプラン実践団体 中間報告」に参加しました。 

２日目（10月 20日）の「実践報告会」には、全国から 15団体（地域の消防団体・企業・

ＮＰＯ法人・子供会・小学校・中学校・高校・大学等）の発表会があり、本校もその１つに

選ばれました。発表当日は、中根良夫社教委員長もお越しいただきました。 

実践報告の発表会では、本校は７番目に、発表しました。その内容は、「①学区の自

然の様子 ②研究動機・研究目的 ③現在までの防災教育の取り組み ④本年度の実践計

画 ⑤本年度の実践内容 ⑥本年度の実践成果 ⑦現在の課題や問題点等」です。限られ

た時間でしたが、現在までの取り組みについて発表することができました。 


